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て
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期

货

借

の

利

子

步

合

が

企

業

資

本

の

需

用

供
 

給

に

依

^

て̂
®

ま

K

y

.

b

®

®

®

m

の

利

子

步

合

は

现

金
 

の

®

給

に

依

り

て

■決

定

さ

る

、

1

の

.な

り

ビ

'爲

す

は

® . 

見

に

し

て

、

兩
潘
北〈
に

资

金

の

需

用

供

.給

に

依

り

て

定
 

ま

る

も

め

：な

り

ど

す

。

長

期

貸

付

步

合

の

變

動

が

比

較
 

i

f

 

.
0 

u

反

し

？
.短

期

貸

付

の

利

子

步

合

が

往

々
 

颇

:'
%
栽

激

な

る

は

資

金

の

需

用

供

給

の

程

度

が

時

，々

變 

動

す

,6
離

情

に

起

因

せ

る

現

象

な

办

と

す

。

即

ち

短

期
 

に

せ

よ

長

期

に

せ

よ

、

利

子

步

合

は

略

ぼ

同

率

な

る

を
 

原

則

と

す

れ

ど

も

、(

註

)

資

金

の

需

用

が

平

常

に

比

し
 

ャ

激

增

又

：は

激

減

せ

ば

"..長

湖

短

期

共

に

貨

付

步

合

は
 

騰

貴

又

.は

下

落

す

可

き

も

、

其

程

度

は

短

期

貸

付

の

方
 

-

長

期

®

付

よ

か

も

甚

♦た

し

。

如

何

と

.な

れ

ば

、

資

金

の 

雷

用

膨

脹

し

て

利

子

步

合

騰

貴

，の

徵

候

を

呈

し

な

ば

丨 

長

»

借

入

を

欲

せ

し

潜

は

全

く

借

入

を

延

期

す

る

か

或

，
 

は

短

期

借

入

を

龄

ん

、
刺

子

步

合

の

T

m
を

#

つ

可
 

'じ

-0
さ

れ

ど

、
.
®
期

間

資

金

を

要

す

る

漭

は

高

率

を

僻
 

せ
，ず

し

て

借

入

を

行

ふ

な

ら

ん

。

娘

し

て

然

ら

ば

長

彻

•

贷

借

の

利

子

は

在

程

滕

赀

せ

ざ

る

に

飯

：期

贷

付

の

利

子
 

は

暴

騰

す

る

こ

i

?>
る

可

し

次

若

b

之

に

反

し

で

資

金
 

の
—

用

激

減

し

て

刺

子

割

合

^

(

低

落

‘
.の

徵

を

.呈

し

な
 

ば

、

資

金

の

供

給

#

は

長

期

®

付

を

見

合

せ

短

期

贷

付
 

を

訧

む

可

じ

マ

.

果

し

^

然

ら

ば

、

長

響

#

削

合

左

程
 

下

落

せ

ざ

る

'に

、
.
短

期

貸

付

•の

割

合

の

，み

が

暴

落

す

る
 

こ

と

む

る

可

し

。

是

れ

雨

：索

の

間

に

時

と

し

て

著

し

き
 

開

き

を

生

ず

；る

所

以

な

り

と

す

。

0

此
處
に
於
て
は
假
リ
1
1危
險
1
^
1無
对
芯
か
、
又
は
總
て
0 

贷
借
の
危
險
串
が
同1

な
り
と
' 

- 

,

.

湣
做
せ
り
。
假
り
に
然
リ
と
す
る
も
、
短
期
货
付
は
姝
に
數 

日
.猶
週
5
と̂
5:
ス
ゎ
知
^
最
短
期
の
贷
付
0
$-
1
子
|1
長
期
^
 

俅
の
利
子
ふ
リ
も
高
_
な
リ
。
如
何
と
な
れ
ば
妞
期
の
貸
对 

は
長
期
の
贷
付
ょ
り
も
比
較
的
贷
手
に
於
ズ
多
く
の
竽
歡
を 

'
要
マ
れ
ば
な
リ
。
但
し
仙
處
じ
於
て
は
極
端
尨
る
長
期
と
短 

期
の
贷
称
^
の
み
を
對
照
せ
る
に
は
^
す
し
て
* 

I

般
的
U 

.
此
兩
逝
4*
比
較
せ
し
1:
止
ま
芯
な
り
0
從
つ
ズ
竽
數
料
の
恙 

か
秕
々
偁
々
じ
見
嵇
り
れ
る
。
此
币
數料

！！

躭
咅
弋
は
前
 々

.
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r
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號

拙
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利
子
步
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0
解
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ざ
れ
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評
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野
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艮

T

ム
财
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高

垣

寅

次

耶

彡

荖

P
丧

.浐

か

讯』

.
‘

':
•

:

:

,
.:
'

:
大
正
茧
年
四
刀
同
文
：

^

後
.
'行

'

,
鄉
版
ニ
茛
九
十
八
更
正
似
一
四
八
十
錢

本
迸
典
翳
#
の
一
人
佐
野
博
士
は
叨
治
三
十
六
华
中
眾
猢
に
て
0
 

行
論』

か
蓊
述
發
表
せ
'ら
れ
れ
る
が
、
數
维
前
之
に
1
大
改
訂
如
加
へ
<

明
治
大
擧
I-
於
け
名
銀
行
論
の
調
本
と
し
て
同
大
學
出
版
部
ム
リ
上
梓 

せ
，知
れ
|:
.リ
？
爱
|-
'费
人
の
紉
介
せ
ん
と
欲
マ
る『

^
^
|』

!1
:
此
餾
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I?
對
し
て
增
耵
か
加
へ
?:
る
も
の
.な
る
が
如
し
。
講
木
は
間
じ
く
蒴
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_
. ニ

茛

〇

八

莨

な

リ

し

に

、
：

.木
窗
は
ニ
可
九
十
八
其
な
る
如
以
て
、
典
分
. 

狱
は
約
沉
割
埘
如
乜
み
な
ゾ
。
然
リ
と
離
も
> 
律
節
の
觊
合
は
兩
潴
兴 

略
同
ー
打
る
の
み
な
ら
す
、
新
我
の
木
文
は
講
木
の
木
文
如
金
部
其
隘 

.
用
ひ
れ
る
も
の
な
り
。
I

I

木
U
比
し
て
紙
類
九
十
S

滑
し
れ 

名
は
隨
處
|:
歐

米

织

漪

の

現

說

か

註

解

と

し

ズ

邮

腿

せ

る

に

因

る

.°
此 

.

第

十

卷

V

 

(

八

九
at)

.

批

評

と

.
紐

ノ

介 

，

.
所

！

i

引

照

該

博

1
!

し
：
て

豊

富

な

る
|£
|
|は
多
分
高
垣
贸
次
郎
氏
の
_

_
 

に
成
れ
る
も
の
な
ら
ん
o)

高
®
商
擧
士
It
1
橘

揆|:
於

て

佐

驰

博

士

の
 

後
か1

び
て
鈒
忭
論
の
講
座
が
擔
伍
せ
ら
れ
つ
、
ぁ
り
と
泾
ふ
0
戌
瓰 

に

『

銀
行
集
中
論』

か
酱
(1
し
銀
行
論
に
對
_す
5
逍
詣
の
镄
か
ら
ざ
る 

か
示
さ
れ
|;
る
が
> 
今
又
谣
师
の
藩
沓
に
有
益
な
る
骷
解
か
施
し
典
發 

锴
と
し
弋
之
4-
發
表
せ
ら
る
0
遛
师
の
信
認
の
摩
会
想
像
す
る
に
難
か 

、
ず
。
晋
人
は
殊
に
高
垣
氏
が
註
解
中
に
於
て
多
く
の
见
實
統
骷
か
別 

用
し
'て
木
文
中
に
於
け
る
所
說
か
論
說
す
る
>
;
4に
努
め
ふ
れ
?:
る
^
 

欣
ぱ
ざ
る
各
得
ヤ
。
':
'

. 

\ 

;

-,
:< 

木

文

の

內

容1
1茧

り

て

は

晋

人

は

特

に

，仙

處

|-
紹
介
批
評
す
‘る
の
袈 

を
見
ず
o
'藍
し
佐
赃
博
士
の『

銀
行
論』

11
1
:|-
行
は
る
、
こ
と
冲
数
:¥ 

に
し
て
耽
|;
忠
郭
ぁ
る
か
以
て
众
リ
0
噍
一
言
法
湓
す
る
1-
値
す
る
こ 

と
|1
博
士
；の

0
*銀

行

論』

：
は

商

槳

銀

行

の

み

如

論

述

せ

る

も

の

に

し

.
て 

他

輝

の

銀

行

例
_へ
It
中
央
銀
行
、
勸
業
銀
行
等
を
除
外
せ
る
の
一
祺
な 

ら
ん
か
o
又
木
嘴
に
は
'怨
尾
に
歐
米
の
參
锣
省
を
腿
せ
れ
リ
。

社
#
政
策
學
會
論
叢
：第
九
册

,

t

太
正
^
部
四
及
/
同
文
ぐ
縛
 ̂

'
行 

-

て

-

.

.瓛
版
ニ
7|
九
十
九
苡
湓
似
！
11
-
1
1ニ
十
錢

5.
<
雜

：へ 

' 

5
HI
へ



镇

十

餘
(

八
九
六)

矶評と紉介 

，水
ポ
Lt
ll
大
正
四
哔
十
刀
下
仞
來
窟
萵
缂
商
業
學
校
に
於
て
開
偶
せ
ら 

れ
t:
る
社
會
政
饿
學
#
雄
九
囲
大
會
,
報
告
锴
な
リ
と
す
0 

'
同
大
會
0- 

射
議
々
逋
は
^
社
會
政
策
ふ
4
觀
れ
る
桃
削
問
妞』

ー
に
し
て
、
：河
#
*
. 

小
川
、
'田$

1
.
®

 
士
は
'此
|!
{
1姐
|-
對
す
る
報
告
#'
と
し
て
舉
理
诹
に
贺. 

際
ヵ
前
1
リ
税
制
の
遡
化
及
び
改
苹
か
論
述
$
れ
れ
リ
0
此
外
內
開
統 

針
官
ニ
階
堂
巧
の
外
官
私
大
學
に
於
ズ
敎
鞭
か
執
れ
る
九
名
の
會
員
ば 

社
會
政
饿
"の
餅
ガ
而
に
躭
為
そ
各
1

.
の
餓
演
か
試
み
|:
リ
。
本
喾
は 

此
等
の
報
赀
、
講
演
等
の
述
記
の
外
に
各
典
枧
概
4
も

併

載

し

.て

速

記 

な
通
讚
す
.る
の
；餘

蜋̂
洧
ぜ
ざ
名
潘
の
姐
に
備
へ
れ
リ
0

理
財
學
會
變
報

◎

小

泉

敎

授

歸

朝

ボ

ビ

ン

グ

V

ン

敎

授

^

往

歡

^

會

.

大

疋

迅

年

五

月I

n午
後
六
時
架
洋
軒
に
於
て
新
歸
朝
の
小
娘
敎
授
血 

に
新
任
綷
濟
學
敎
授
妒
氏
の
歡
迎
會
V
開

く

。

新

盹

朝

文

科

敎

授

潍

.木 

成
も
同
時
|:
招
待
せ
リ
。
デ
ザ
ー
ト
'：H

1

XI-
入
り
て
木
暮
、
大
河
原 

雨
粋
雄
の
歡
迎
の
辭
、
小
枭
敎
授
、
が
敎
授
"
滞
木
敢
授
の
謝
辭
、
堀 

扛
敎
授
の
換
拶
ぁ
リ
"

ltn
l
歡
か
磁
し
て
十
咕
散
#
せ
リ
。

浓
會
浙
は
小
敁
> 
淤
ビ
ゾ
ダ
ト
ノ
、
潍
木
、
捌
、江
、
堀
切
、
阿
部
、
三

,

‘
‘

第

六

號

】

3£
四 

邊
、
高
城
、
壻
井*

Ka
#

r
，フ
カ
ナ
ノ
、
水
ィ
少
ト
ナ
タ
ク
の
骼
敎
扠 

池
U
石
田
#

^
、
三
咕
粋
歌
\
:
:奪

脏

上

、

宵

村

、
藤

崎

、
大

河

拟

、
： 

水
咎
，
'

!

5

#

_
權

吸

#'
日
，
_
、
.芯
田
、
$

廣
顏
、
膝
岛
、 

^

i

r

i

^

#

_

©

^

,:
:v

M
i
t
、'
.
M
i
l
^
9
4

0

◎

理

敗

學

' #
^
.會

：

ノ

五
月
十
七
日
午
後
六
婶
ょ
リ
遨
監
肩
樓
上
芑
十
四
锴
講
觉
に
於
て
肫
淄 

せ
り
。
講
演
は
去
の
如
し
o
.
:

r

英
國
社
會
煺
動
及
社
會
思
想 

小

娘

'
敎

.授 

1

、
欧
洲
開
戦
當
時
に
於
け
米̂
國
金
融
祺
情
姻
社
敎
授 

.

購
祯
後
茶
話
會
％
肫
咅
歡
談
视
に
九
時
半
散
會
せ
リ
0 
.
來

會

港

は

觀

紅
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鼓
、
则
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、
.
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敏
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弗
の
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敢
授
典
他
學
坐
八
十
名
な
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西
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；
郎

桃
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金

.殼

璧

靡
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一
 

ヶ

年

前

金

金

：一

4.

圓

七

十

錢

：
郵

m 

^

©
編
輯
及
び
祺
務
に
關
す
るt

切
の
：用
#
it
.錢
行
所
宛 

®

營
業
I:
關
す
る
用
#
は
發
費
元
宛
'

鏺
肢
縞
締
切
期
u
lt
發
行
の
前
力
十
H
限

_

法

博
士

參

歸

丄
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村

m

耑

次

郞
 

山

蝓

.
宗

直

_

_

_

■納
i

l囘I

日

嚷

j

:東京市迗賊田

1宁

0

蕃
地
慶
應

_
緻內

..I 

.

.編

.
_酿
發
行
潜
お

V

田
”

新
太

..0 

■;
.

琨京市麻沛

©

龍

±

町
七

.屮
五
辨
地
へ

|

_
印

刷

：

遨

/

金
.
.子榮太，

，

.耶

:
| 

.東
苋
市
赤
坂
瓯
新
町
.班
丁
目
四
十
一
.
1赉
地
：
：
| 

印

刷

所

资

子

沽

舨

印

刷

所

」
i

■

S

I I
高

鳥

佐

一
.

邡

泉

-'
.,
'
哲

. 

猶

，滸

幸

雑
 

高

城

他

次

類

地

.
:東

京

市

麴

町

.區

有

樂

^

1
丁

目

一

锻

地

.

.;

.

'

發

：
賣

々

元

.
：

'
:
:'
^
:
:

振

替

貯

金

P
座

東

京

I 

jEg|

セ

#
. 

,
 

電
話
本
局

11 

r

H

o

發

. 

#

爾

ほ

本

誌

は

全

國

银

市

雜

f

t;
て

販

賣

す

「

發

行

所

Il
i

理
財

AHSSJOE 加

i

■#
•
米

货

幣

御

度

統

一

の

|-
1

»

都

市

の

瞥

察

启

治

を

論

す
 

土

地

法

i

莊

圓

, 

'

戰

畤

R
•於

け

る

佛

國

の

經

濟

i

财

政

(

上

)

交

戰

狀

璐

を

構

成

せ

す

し

て

武

力
 

を

用

ふ

る

，場

合

を

論

す
 

地

代

概

論

(

四

)

_ 

. 

货

付

刺

子

の

本

質

に

關

す

ふ

疑

卯
 

，批

評

^

紹

介

、
'

藤

谷

現

代

米

國

外

交

#

;

^

_

_

_

_
 

' 

!
f
<

fm
.

g
»
l
i
i
i

§
i
B
B
5
B
i
s

§
t
t
l
E
5
i
B
a
6
i
l
M
a
5
^
s
a
M
^
^
»
l
^
s
«
a
*
a
l
a
^
a
l
3
a
»
a
^
a
a
«

w
w
5
a
«
«
«
3
a
M

l
3
l
^
a
a
w
a
«

§
a
a
l
w
w

§
«
»
«
l
l
l
w
^
5
a
9
I
M
i
^
l
i
w
a
i
a
^
^
^

/ 

, 

> 

■ 

,

 

, 

<
 

: 

'

w ■'"■"■Tf ■•一■■略—    

j i u O E i m m n a n i i i m i R i s

；j*̂ V

;r:


